せ い さんしき 

ありますまい。 わたし は 寝る 時には、 聖餐式で わたし 

が 説教す る 時の こと を 夢みながら 床に つくので す。 わ 

たし はこの 世に、 僧侶になる という ほどの 喜び は、 他 

に 何もない もの だと 信じて いました。 詩人に なれても、 

帝王に なれても、 わたし は それ を 断わりたい ほどで、 

わたしの 野心 はもう この 僧侶 以上に 何も 思って いませ 

ん でした。 

とうとう 私に とって 大事の 日が 参りました。 私 はま 

+6 ね 

るで 自分の 肩に 羽で も 生えて いるよう に、 浮きう きし 

た 心持ちで、 教会の 方へ 軽く 歩んで いました。 まるで 

自分 を 天 S のように 思う くらいでした。 そうして、 



おお ぜ、 - 

大勢の 友達のう ちに は 暗い ような 物 思わ しげな 顔 をし 

ている 者が あるの を、 不思議に 思う くらいで ありまし 

きとう 

た。 わたし は 祈禱に その 一 夜 を 過ごして、 まったく 

ほうえつ 

法悦の 状態に あつたの です。 慈愛ぶ か い 司教 さま は 永 

まるてんじょう 

遠に います 父 —— 神の ごとくに 見え、 教会の 円天井 

の あなたに 天国 を 見て いたのであります。 

この 儀式 をく わしく ご存じで しょうが、 まず 

ベネ ゼ クシ ヨン コ ミ ュ 二 オン 

浄祓 式が おこなわれ、 それから、 両種の 聖餐 拝受 式、 

ま つゆし き 

それから、 てのひらに 洗礼 者の 油 を 塗る 抹油 式、 それ 

が 済んで から、 司教と 声 を そろえて 勤める 神聖なる 献 

身の 式が 終わる のであります。 



ああ、 しかし ヨブ (旧約 ヨブ 記の 主人公) が、 「眼 を 

もて 誓約せ ざる もの は 愚かなる 人間な り」 と 言った の 

は、 よく 真理 を 説いて います。 わたしが その 時まで 垂 

れ ていた 頭 を 偶然に あげる と、 わたしの 眼の 前に まる 

でさ われる ぐらいに 近く 思われて、 実際 は 自分のと こ 

ろから かなり 離れた 聖壇の 手すりの はしに、 非常に 美 

しい 若い 女が 目 ざむ るば かりの 高貴 の 服装 をして いる 

の を 見ました。 

それ はわた しの 眼に は、 世界が 変わった ように 思わ 

れ ました。 私 はまる で 盲目の 眼が 再び あいたよ うに 感 

じたので す。 つい 今の 瞬間まで は 栄光に 輝いて いた 司 



なった からでした。 それ にもかかわらず、 次の 瞬間に 

まつげ 

はまた もや 眼 を あげて、 睫毛の あいだから 彼女 を 見 ま 

した。 すると、 誰し も 太陽 を 見つめる 時、 むらさき 色 

の 半陰影が 輪 を 描く ように、 彼女 はすべ て 虹色に かが 

やいて いました。 

ああ、 なんという 美し さであろう。 偉大なる 画家 は、 

理想の 美 を 天界に 求めて、 地上に 聖 女の 真 像 を 描き ま 

すが、 今 わたしの 眼前に ある 自然の ほんとうの 美し さ 

に 近い 描写 はま だ 見いだ されません。 いかなる 詩句と 

いえ ども、 画像の 絵 具 面と いえ ども、 彼女の 美 を 写し 

てはいませんでした。 彼女 はや ゃ脊 t の 高い、 女神の 



取った 広い 袖から は、 光り も 透き通る ほどの あけぼの 

の 女神の 指の ような、 まったく 理想的に 透明な、 限り 

なく 優しい 貴族 風の 手 を 出して いました。 

これらの 細かい こと は、 その 時 わたしが 非常に 煩悶 

していた のに かかわらず、 何 ひとつ 逃がさずに、 あた 

あ，. J 

かもき のうの ことのよ うに 明白に 思い出します。 顎の 

ところと 口唇の 隅に あった 極めて わずかな 影、 額の 上 

のビロ ー ド のよう なう ぶ 毛、 頰に うつる 睫毛の ふるえ 

た 影、 すべての ものが、 驚く ほどに はっきりと 語る こ 

とがで きる のです。 

それ を 見つめて いると、 わたし は 自分のう ちに 今 ま 



た 黒人 の 召 仕が わたしに 近づいて 来て、 歩きな が ら に 

金色の ふちの 小さい 手帳 を そっと 渡して、 それ を かく 

せとい う 合図 をして 行きました。 わたし は それ を 袖の 

なかに 入れて、 わたしの 居間で ただ ひとりになる まで 

隠して おきました。 

ひと 

独りに なつてから、 その 手帳の 止め を 外す と、 中に 

は 一 枚の 紙が はいつ ていて、 「コンテ ィ 二宮に て、 …… 

クラ リモン ド」 と、 わずかに 書いて ありました。 〔# 「あ 

リ ました。」 は 底本で は 「ありました 匕 

二 



い 母が、 自分の 子供と 遊んで います。 母 はま だ 乳の し 

ずくの 残って いる 可愛らしい 薔薇色の 口に 接吻 をした 

り、 子供 を 喜ばせる ために いろいろ あやして みたり、 

しぐさ 

母 だけし か 知らない ような 種 じゅ 様 ざまな 尊い 仕 科 を 

しています。 その子 供の 父 は 腕 を 組んで にこやかに 

ま ま え 

微笑みながら、 少し 離れた ところに 立って その 可愛ら 

し い 仲間 を ながめて います。 

..こ 

わたし はもう こんな 楽しい 景色 を 見る に 堪えられな 

くな つて、 手 あらく 窓 をし めきって、 急いで 床の なか 

に 飛び込んで しまいました。 わたしの こころ は、 はげ 

しい 嫉妬と 嫌悪で いっぱい になって、 十日 も 飢えて い 



いくぶん か 心が 落ちついて 来ました。 彼 は 更に 言い ま 

した。 

「あなた は C という 所の 司祭に 就く ことにな つたので、 

それ を 知らせに 来たので す。 そこの 僧侶が 死んだ ので、 

あなたが そこ へ 就職す るよう に 司教 さまから 命ぜられ 

ました。 明日す ぐに 出発で きる ように 用意して もらい 

たいので す」 

彼女に 再び 逢う ことなしに、 明日 ここ を 離れて 行き、 

さわ 

今まで 二人の あいだ を 隔てる 障り ある 上に、 さらに 二 

人の 仲 を さくべき 関所 を 置く ことにな つたら、 奇蹟で 

もない 限り は 彼女に 逢う こと は 永遠に できなくなる の 



差し招いて いるかと も 思う。 —— その 時の わたしの 心 

持ち を 彼女 は 知っていた でしよう か。 

彼女 は 知っていた に違いないと 思う のです。 それ は 

わ ^9 キ J 

わたしと 彼女との こころ は、 僅かの 隙 もない ほどに 深 

く 結ばれて いて、 その 清い 彼女の 愛が —— 寝巻の まま 

では ぁリ ましたが —— まだ 朝露の 冷たい なか を あの 敷 

石の 高い ところに 彼女 を 立た せた に 相違ない のです。 

雲の 影 は 宮殿 をお おいました。 いっさいの 景色 は 家 

の 屋根と 破風との 海の ように 見えて、 そのな かに 一 つ 

の 山の ような 起伏が はっきりと 現われて いました。 

セラ ピオ ン師は 騾馬 を 進めました。 わたし も 同じく 



らいの 足 ど りで 馬 を 進めて 行く と、 そのうちに 道の 急 

な 曲がり角 があって、 とうとう S の 町 は、 もう そこへ 

帰る ことので きない 運命と ともに、 永遠に わたしの 眼 

から 見えな くな つ てし まいました。 

田舎のう す 暗い 野原ば かり を 過ぎて、 三日間の 倦み 

疲れた 旅行の のち、 わたしが 預かる ことにな つてい る、 

おんど リ きぎ 

牡鶏の 飾りの ついている 教会の 尖塔が 樹樹の 間から 見 

えました。 それから、 茅ぶ きの 家と 小さい 庭の ある 曲 

がリ くねった 道 を 通った のち、 あまり 立派で もない 教 

会の 玄関の 前に 着いた のです。 

あら ぼ 

入り口に は、 いくらかの 彫刻が 施して あるが、 荒 彫 



されない ものが ありました。 神の 恵み は、 わたしに は 

与えられな いように 思われました。 この 神聖な 布教の 

職に ある ものに 湧きで る はずの 幸福と いう ものが、 一 

向に 分から なくなりました。 わたしの 心 は 遠い 外に 

行って いたのです。 クラ リ モンドの 言葉が 今 も わたし 

くち；： 3 る 

の 口唇に 繰り返されて いたのでした。 

ああ、 皆さん。 この こと をよ く 考えて みて 下さい。 

わたしが ただの 一 度、 眼 を あげて 一 人の 女人 を 見て、 

その後 何年 かの あいだ、 最も みじめな 苦悩 をつ づけて、 

わたしの 一 生の 幸福が 永遠に 破壊され たこと を 考えて 

みて ください。 しかし 私 はこの 敗北 状態に ついて、 ま 



し ぐらに 龃 けました。 地面 はまる で 青黒い 長い 線と し 

か 見えない ようにう しろへ 流れて 行き、 わたしたちの 

キ J キ J 

龃け 通る 両側の 黒い 樹樹の 影 は 混乱した 軍勢の ように 

ざわめきます。 真っ暗な 森 を蚯け 抜ける 時な ど は、 一 

種の 迷信 的の 恐怖の ために、 総身に 寒さ を 覚えました。 

てってい ま 

また ある 時 は 馬の 鉄 蹄が 石 を 蹴って、 そこらに 撒き 散 

らす 火花の 光りが、 あたかも 火の 路を 作った かと 疑わ 

れ ました。 

誰でも、 夜な かのこの 時刻に、 わたしたち ふたりが 

こんなに 疾駆す るの を 見たら ば、 悪魔に 騎 つた 二つの 

妖怪と 間違えた に 相違あります まい。 時 どきに われ わ 



手紙 を わたしに 渡した 召 仕が 眼に 入りました。 彼 はわ 

くぴ 

たし を 馬から 降ろそう として 近寄る と、 頸に 金の くさ 

り を かけた 黒い ピロ ー ドの 衣服 をつ けた 執事ら しい 男 

が、 象牙の 杖 をつ いて 私に 挨拶す るた めに 出て 来 まし 

た。 見る と、 涙が 眼から 頰を 流れて、 彼の 白い 髯 をし 

めら せて います。 彼 は 行儀よ く 頭 を ふりながら、 悲 

しそうに 叫びました。 

「遅す ぎました、 神父 さま。 遅す ぎまして ございます _ 

あなたが 遅う ございま したので、 あなたに 霊魂のお 救 

い を 願う こと は 出来ませんでした。 せめて は あのお 気 

の 毒な 御 遺骸に お 通夜 を 願います」 



置く ために 彫り あげた 雪花 石膏の 像の ようで も あり、 

または 静かに 降る 雪に 隈なくお おわれながら 睡 つてい 

る 少女の ようで も ありました。 

わたし はもう # 禱をさ さげに 来た 人と しての 謹慎の 

態度 を 持ちつ づけて いられ なくなりました。 床の あい 

だ に ある 薔薇 は 半ばし ぼ んで いるので すが、 その 強烈 

な 句い はわた しの 頭に 沁み 透って 酔った ような 心持ち 

になった ので、 何分 じっとして いられ なくなって、 室 

内 を あちらこちらと 歩き はじめました。 そうして、 行 

きかえり に 寝台の 前に 立ち どまって、 その 屍 衣 を 透し 

とほう 

て 見える 美しい 死骸の こと を 考えて いるう ちに、 途方 



てお かなければ なりません。 なぜと いうに、 もし 世間 

の 話が 本当で あると すれば、 彼女が 死んだ の は 今度が 

初めてで ない のです。 口 ミュォ ー 君、 どうか あなたの 

上に 神様のお 守りが あるよう に 祈ります」 

こう 言つ て、 セラ ピオ ン師は 静かに 戸口の 方へ 出て 

行きました。 間もなく 彼 は S の 町へ 帰り ましたが、 わ 

たし は それ を 見送 リも しません でした。 

わたし は そのの ち 健康 を 回復して、 型の ごとくに 職 

務を 始めました。 クラ リ モンドの 記憶と、 セラ ピオ ン 

師の 言葉と は 絶えず 私の 心に 残って いたので すが、 セ 

ラピ オン 師の 言 つ た 不吉な 予言が 真実と し て 現わ れ る 



寝床に ついた のであります。 

わたし はすぐ に 深い 眠りに 落ちました。 すると また、 

かの 夢が つづきました。 力 ー テンが ふたたび 開く と、 

クラ リ モンドが 以前と は 違って、 屍 衣に 包まれて 青白 

い 色 をして いたり、 頰に 死の むらさき 色 を 現わして い 

たりす る ことなく、 華やかな 陽気な、 快活な 顔色 をし 

， .1 ん じき 

てはいって 来ました。 彼女 は 金色の ふち を 取って 絹の 

くく 

下 袴の 見える ほどに 括って ある 緑色の ビロ— ドの 旅行 

， J ん じき 

服 を 着て いました。 金色の 髪 は ひろい 黒色の フェルト 

帽の 下に 深ぶ かとした 房 をみ せ、 その 帽子の 上に は 白 

い 羽が 物好きの ように いろいろの 形に 取り付けて ぁリ 



わたし はもう 以前と 同じ 人間で はなく、 自分で はな 

いくらいに 変わり果てました。 立派に 出来 あがった 石 

像と ただの 石ころ ほどに 変わって しまいました。 わた 

し はまった く 美男子に なり 済まして、 なんだか 櫟っ 

たいような 心持ちに なりました。 上品な 服装、 贅沢に 

ふち を 取った 胸 着 は、 まるで わたし を 違った 人間に し 

てし まい、 縞柄の ついた 二、 三^ i ドの 布で こしらえ 

ただけ の ものが、 こんなに も 人の 姿 を 変える もの かと 

驚きました。 衣服が 変わる と、 わたしの 皮膚の 色まで 

変わって、 わずか 十分と いう あいだに 相当の 伊達者の 

ようにな つたので す。 



や 放蕩 者 は 僧侶 を 罵り、 僧侶 は 若い 貴族の 放埒な 生 

活 を^み 嫌いました。 

こういう わけで、 わたし はこの 二つの 異 つた 生活 を 

認めて いながら、 あくまでも 強烈に それ を 持続して い 

ました。 ただ 自分に わからない 不合理な こと は、 一 つ 

の 同じ 人間の 意識が 性格の 相反した 二 つ の 人間のう ち 

に 存在して いる ことで ありました。 わたし は 小さい C 

の 村の 司祭で あるか、 または クラ リ モンドの 肩書つ き 

の 愛人 ロミ ュ ォ— 君で あるか、 この 変則が どうしても 

分かりませんでした。 

それ はどうで もい いとして、 とにかくに 私 は ヴェニ 



スで 暮らして いました。 少なくとも 私 はそう 信じて い 

ました。 わたしの この 幻想 的な 旅行 は、 どれ だけが 現 

実の 世界で、 どれ だけが 幻影で あるか、 確かに は 分か 

りかね ますが、 わたしたち ふたり は カナ レイ ォ 河岸の 

大 邸宅に 住んで いました。 邸内 は 壁画 や 彫像 を もって 

満たされ、 大家の 名作のう ちに は ティ チア ー ノ (十五 

世紀より 十六 世紀に わたる ヴ エニスの 画家) の 二つの 

作品 も クラ リ モンドの 室に 掛けて ありました。 そこ は 

全く 王宮と ひとしき 所で ありました。 ふたりともに、 

めいめい ゴンドラ を そなえて いて、 家風の 定服を 着た 

船頭が 付いて おり、 さらに 音楽 室 も あり、 特別に お 抱 



えの 詩人 も ありました。 

クラ リモン ド はい つも 豪奢な 生活 をして 自然に クレ 

ォパ トラの 風が あり、 わたし はまた 公爵の 子息 を 小姓 

にして、 あたかも 十二使徒 のうちの 一族で あり、 ある 

いは この 静かな 共和国 (ヴ エニス) の 四 人の 布 教師の 

家族で あるかの ごとくに 尊敬され、 ヴ エニスの 総督と 

よ サタン 

いえ ども 道 を 避ける くらいで ありました。 実に 悪魔が 

この 世に 降って 以来、 わたし ほど 傲慢無礼の 動物 は あ 

リ ますまい。 わたし は 更に リドへ 行って 賭博 を 試み ま 

あしゅら ちまた 

したが、 そこ は 全く 阿修羅の 巷 ともいうべ きもので 

した。 わたし は あらゆる 階級 —— 零落した 旧家の 子弟、 



心 を 起こした 場合に は、 彼女 は 直ちに その美 女の性 格 

や 魅力 や 容姿 を 完全に 身に まとって、 その 人に 同じ 淫 

蕩の念 を 起こさせる 女で ありました。 

彼女 はわた しの 愛 を 百倍に して 返して くれたの です。 

この 地の 若い 貴公子 や 十 法官から も 華ば なしい 結婚の 

申し込みが ありまし たが、 それ はみ な 失敗に 終わり ま 

した。 フォスカリ 家 (ヴ エニスの 総督たり し フォスカ 

リ • フランセ ソの 一 家) の 人から も 申し込みが ありま 

したが、 彼女 は それ を も 拒絶し ました。 金 は 十分に 

持って いるので、 彼女 は 愛の ほかに は 何物 を も 望んで 

いません でした。 ただこの 愛 —— 青春の 愛、 純真の 愛、 



「あなたが y J の 絶えざる 苦悩から 逃がれ 得る ただ ひと 

つの 道 は、 非常手段に よらなければ なりません。 大ぃ 

なる 病苦 は大 いなる 療治 を 要する。 わたし は クラ リモ 

ンドが 埋められ ている 場所 を 知っている。 わたしたち 

なきがら 

は 彼女の 亡骸 を 発掘して 見る 必要が ある。 そうして、 

あなたの 愛人が どんな 憐れな 姿 をして いるか を ご覧な 

さい。 さすれば、 あの 虫ばん だ 不浄の 死体 —— 土に な 

るば かりにな つてい る 死体の ために、 あなたの 魂 を 失 

うような こと はあります まい。 かならず あなた を 元へ 

引き戻す に 相違ない と 思います」 

いちじ 

わたしと しても、 たとい 一時 は 満足した とはいえ、 



底本： 「世界 怪談 名作 集 上」 河 出 文庫、 河 出 書房 新 社 

1987 (昭和 S) 年 9 月 4 日 初版 発行 

2002 (平成^:) 年 6 月^日 新装 版 初版 発行 

※ 「吸血鬼」 と 「吸血鬼」 の 混在 は 底本 通りに しまし 

た。 

入力 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

校正 ： 大久保 ゆう 

2 oo 4 年 9 月^日 作成 

2005 年：：：; 月 7 日廣正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



